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WB 1:500-1:1000,ICC 1:50-1:200,IP 1:10-1:20

Calculated MW: 100 kDa; Observed MW: 120 kDa

CBL

CBL; CBL2; RNF55; E3 ubiquitin-protein ligase CBL; Casitas B-lineage lymphoma proto-
oncogene; Proto-oncogene c-Cbl; RING finger protein 55; Signal transduction protein CBL
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* CBL A% AL 1= Hela A4 CBL MDY X4 Y 70y M.

CBL #ifk & DAPI (B) Z{#RIL 1= K562 0 CBL (4%) ORI ZEDHT.
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、RINGフィンガーE3ユビキチンリガーゼをコードするプロトオンコジーンです。コードされているタンパク質は、プロテアソームによる分解の標的基質を選別するために必要な酵素の一つです。このタンパク質は、ユビキチン結合酵素（E2）から特定の基質へのユビキチンの転移を媒介します。また、このタンパク質はN末端にリン酸化チロシン結合ドメインを有しており、これによりチロシンリン酸化を受けた多数の基質と相互作用し、プロテアソームによる分解の標的とすることができます。そのため、多くのシグナル伝達経路の負の調節因子として機能します。この遺伝子は、急性骨髄性白血病を含む多くの癌において変異または転座していることが分かっています。この遺伝子の変異は、ヌーナン症候群様疾患の原因でもあります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CBL 抗体を使用した Hela 溶解物中の CBL のウェスタン ブロット分析。
	

	CBL 抗体と DAPI (青) を使用した K562 の CBL (緑) の免疫細胞化学分析。

